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5
月号

キリストのうちに主の平和を広めよう

抗いがたい潮流 
アダム以来、人類は原罪によって水源が汚染された川の流
れのようでした。系図の中で39回繰り返される「もうけた」
という言葉は、自らを清めようとする人間の限界を象徴し
ています。誰もが生理的な連鎖の中に閉じ込められ、癒や
しではなく「罪の傷」を受け継ぐことしかできませんでした。

歴史の裂け目 
この流れがいかに自力で清まらないかを示すため、神は
タマル、ラハブ、ルツ、Betsyebaという「裂け目」のある
歴史を持つ女性たちを登場させました。彼女たちは、人
間の血筋だけでは救いに至れないという行き止まりの証し
です。救いは濁った流れの中からではなく、神の純粋な
介入によってのみもたらされるのです。

堤防であり、門である方 
歴史のどん底で、神の答えとしてマリアが現れました。彼

女は、過去からの罪の濁りを食い止める霊的な「堤防」とな
り、同時に天からの命の水が降り注ぐ「門」となりました。
マリアは主イエスに肉体を与えましたが、その命は汚染され
た血からではなく、聖霊の力によって直接もたらされたのです。

新しい創造の夜明け 
16 節で、それまでの能動的な連鎖は断絶します。聖書は
男性の力を記さず、「マリアから……イエスがお生まれに
なった」と記しました。これは人間の野心の産物ではなく、
歴史を贖うために降られた純粋な「神の慈しみ（ミゼリコ
ルディア）」の宣言です。

結び 
マリアは、罪の流れが止まる源泉であり、新しい歴史が始ま
る湧き水です。彼女という転換点を通して、主は私たちの暗
い歴史を背負い、それを根源から洗い清めてくださるのです。

5 月は聖母マリア様の月です。
今月は、この春、吉祥寺教会に着任されたテレンシオ神父様に、マタイ福音書の系図を通して、
マリアさまが私たちの救いにおいてどのような大切な役割を担っておられるのかを
分かち合っていただきました。神父様のプロフィールは P3をご覧ください。

慈しみの源泉、新しい創造の夜明けであるマリア
― マタイ福音書 1 : 1-17 黙想 ―

マタイ福音書の系図は、単なる名前の羅列ではなく、
神の約束がいかに人類の脆さを貫き、失われた者を迎えに来られたかを示す「救済史」の地図です。
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テ
レ
ン
シ
オ
神
父
様

テ
レ
ン
シ
オ
・
ト
ラ
イ
・
ヤ
ン
ト
・
オ
ラ

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
 
テ
レ
ン
シ
オ

出
身
 

北
中
央
テ
ィ
モ
ー
ル
県
（
TT
U
）、

 
ケ
フ
ァ
メ
ナ
ヌ
市
、
エ
バ
ン
ネ
ヌ
ク

叙
階
式
 

20
23
年
10
月
1
日

メ
ッ
セ
ー
ジ
：「
笑
顔
が
あ
る
場
所
、
そ
こ
が
あ
な
た
の
帰
る

家
に
な
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
共
に
微
笑
み
を
分

か
ち
合
い
、
誰
も
が
心
か
ら
安
ら
げ
る
温
か
な
「
家
」
を
、

一
緒
に
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ア
ナ
ン
シ
ー
助
祭
様

ア
ナ
ン
シ
ー
・
ア
ッ
ク
ア
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス

生
年
月
日
 
12
月
13
日

出
身
地
 

ガ
ー
ナ

叙
階
の
日
 
助
祭
叙
階
は
、
20
26
年
3
月
14
日
　

場
所
 

神
言
神
学
院
（
名
古
屋
）

霊
名
 

霊
名
よ
り
も
祝
日
(f
ea
st
 d
ay
)で
す
。

 
12
月
８
日
（
無
原
罪
の
聖
母
マ
リ
ア
）

趣
味
：
音
楽
を
聞
く
の
が
大
好
き
好
き
。
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
は

ハ
イ
ラ
イ
フ
 （
hi
gh
lif
e）
。
主
に
ガ
ー
ナ
の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
：
現
在
の
苦
し
み
は
、
将
来
わ
た
し
た
ち
に
現

さ
れ
る
は
ず
の
栄
光
に
比
べ
る
と
、
取
る
に
足
り
な
い
と
わ

た
し
は
思
い
ま
す
（
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
8:
18
）。

吉
祥
寺
教
会
の
20
26
年
度
年
間
テ
ー
マ
に
、
多
く
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
司
牧

評
議
会
で
の
検
討
の
結
果
、「
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
主
の
平
和
を
広
め
よ
う
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
テ
ー
マ
の

も
と
、
心
を
合
わ
せ
て
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

カ
ト
リ
ッ
ク
吉
祥
寺
教
会
司
牧
評
議
会
で
は
、
20
25
年
8
月
よ
り
「
司
牧
評
議
会
規
約
」
の
準
備
を
進
め
、
こ
の

た
び
20
26
年
3
月
22
日
に
「
司
牧
評
議
会
規
約
（
暫
定
版
）」
を
承
認
し
ま
し
た
。
詳
細
は
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
予
定
で
す
。

「
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
主
の
平
和
を
広
め
よ
う
」

司
牧
評
議
会
規
約
（
暫
定
版
） に
つ
い
て

司
祭
団
の
紹
介

　
典
礼
が
も
つ
教
育
的
機
能
の
次
の
グ
ル
ー
プ
は
、
人

間
の
霊
的
生
活
を
直
接
的
に
形
作
る
機
能
で
す
。
第
一

に
、
典
礼
は
生
き
た
信
仰
を
学
ぶ
場
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
は
、
宗
教
的
真
理
を
知
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の

み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
体
験
と
実
践
を
必
要
と
し
ま
す
。
典
礼

に
お
い
て
信
者
は
、
神
に
つ
い
て
聞
く
だ
け
で
な
く
、
秘

跡
的
な
し
る
し
を
通
し
て
神
と
出
会
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
信
仰
は
単
に
知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
教
え
で
は
な
く
、

実
感
で
き
る
現
実
と
な
り
ま
す
。

　
信
仰
の
形
成
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
が
、「
祈
り

の
学
校
」
と
し
て
の
典
礼
の
機
能
で
す
。
典
礼
は
信
者
に

整
え
ら
れ
た
祈
り
の
形
を
与
え
て
、
ど
の
よ
う
に
神
に
語
り

か
け
る
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
表
現
す
べ
き
か
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
内
的
姿
勢
を
取
る
べ
き
か
を
教
え
ま
す
。
信

者
は
祈
り
の
言
葉
を
教
会
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
自
ら
作
り
出
す
必
要
は
な
くな
る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
、

典
礼
の
繰
り
返
し
と
リ
ズ
ム
は
、
信
仰
の
継
続
的
な
歩
み

を
育
み
、
神
と
の
関
係
を
深
め
る
助
け
と
な
り
ま
す
。

　
典
礼
は
ま
た
、
自
己
犠
牲
の
姿
勢
を
育
み
ま
す
。
現

代
人
は
し
ば
し
ば
犠
牲
や
節
制
を
避
け
、
快
適
さ
や
消

キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
に
お
け
る
典
礼
の
教
育
的
機
能
（
そ
の
２
）

 
主
任
司
祭
　
B.
 N
ow
ak
 sv
d 

費
を
優
先
し
ま
す
。
し
か
し
、
ミ
サ
（
聖
体
祭
儀
）
は
、

キ
リ
ス
ト
教
的
な
生
き
方
と
い
う
も
の
が
自
己
犠
牲
の
覚
悟

と
神
の
意
志
へ
の
従
順
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
苦
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

真
の
愛
に
生
き
る
た
め
に
、
価
値
の
低
い
こ
と
を
犠
牲
に

し
て
、
より
高
い
価
値
の
あ
る
こ
と
を
選
び
取
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
典
礼
は
自
己
犠
牲
、
す
な
わ
ち
愛
の
実
践
を

私
た
ち
に
呼
び
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た

め
の
力
を
も
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
の
共
通
点
と
は
、
人
間
の
内
面
的
を

形
成
す
る
働
き
で
す
。
典
礼
は
信
仰
を
育
み
、
祈
り
を
教

え
、
犠
牲
を
払
う
準
備
を
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
より
、
キ
リ

ス
ト
教
的
教
育
は
知
的
な
領
域
に
止
ま
ら
ず
に
、
霊
的
・

道
徳
的
な
領
域
に
も
及
ぶ
の
で
す
。

＊
　
こ
の
よ
う
に
典
礼
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
間
の
内
面

は
、
共
同
体
に
お
け
る
人
間
関
係
や
日
常
生
活
の
中
で

さ
ら
に
補
完
さ
れ
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

次
章
で
は
、
共
同
体
を
築
く
場
、
信
仰
と
生
活
を
統
合
す

る
た
め
の
場
と
し
て
の
典
礼
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

第
２
章
　
信
仰
・
祈
り
・
犠
牲
を
学
ぶ
場
と
し
て
の
典
礼

K
IC

H
IJ

O
JI

K
IC

H
IJ

O
JI

20
26
年
度
の
テ
ー
マ
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聖
週
間
～
復
活
祭
ミ
サ

聖
木
曜
日
  4
月
2日

聖
金
曜
日
 4
月
3日

復
活
の
聖
な
る
徹
夜
祭
  4
月
4日

復
活
祭
  4
月
5日

午
後
7
時
よ
り
、
主
の
晩
餐
の
典
礼
が
行
わ
れ
、
洗
足
式
で
は
ザ
ッ

ク
神
父
様
に
6
名
の
信
徒
が
足
を
洗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

聖
体
は
小
聖
堂
に
安
置
さ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
多
く
の
方
が
祈
り
の
た

め
に
訪
れ
ま
し
た
。

午
後
3
時
よ
り
、十
字
架
の
道
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
7
時
よ
り
、

主
の
晩
餐
の
典
礼
が
行
わ
れ
、1
50
名
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
4
日
、復
活
徹
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。光
の
祭
儀
で
は
聖

堂
入
口
に
火
が
灯
さ
れ
、
そ
の
光
が
聖
堂
内
へ
と
広
が
り
ま
し

た
。
20
0
名
以
上
が
参
加
し
、喜
び
の
う
ち
に
復
活
を
祝
い
ま

し
た
。
ま
た
、こ
の
夜
2
名
の
方
が
洗
礼
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

4
月
5
日
 9
時
、
10
時
半
、
14
時
、1
7
時
に

復
活
祭
が
祝
わ
れ
ま
し
た
。
主
イ
エ
ス
の
ご

復
活
を
喜
び
の
う
ち
に
祝
い
、多
く
の
信
徒
が

と
も
に
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

神
の
い
つ
くし
み
の
主
日
   
4月
12
日

祝
賀
会

10
時
半
ミ
サ
後
に
信
徒
会
館
大
ホ
ー
ル
で
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
、約
18
0
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。ボ
ク
ダ
ン

神
父
様
に
よ
る
お
祈
り
に
始
ま
り
、受
洗
者
紹
介
、テ
レ

ン
シ
オ
司
祭
様
・
ア
ナ
ン
シ
ー
助
祭
様
の
自
己
紹
介
、

ヒ
神
父
様
・
ザ
ッ
ク
神
父
様
の
お
別
れ
の
ご
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、乾
杯
、食
事
と
歓
談
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
、聖
歌
「
ご
ら
ん
よ
 空
の
鳥
」を
皆
で
歌

い
、お
祈
り
を
も
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。祝
賀
会
で

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
献

こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
聖
堂
に
「
い
つ
く
し
み
の
イ
エ

ス
」の
大
き
な
ご
絵
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
周
囲
の
フ
レ
ー

ム
は
ボ
ク
ダ
ン
神
父
様
の
手
作
り
に
よ
る
も
の
で
す
。

ご
絵
は
、
聖
フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ナ
の
体
験
に
基
づ
い
て
描

か
れ
た
も
の
で
す
。
19
31
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
修
道

院
で
祈
っ
て
い
た
彼
女
の
前
に
イ
エ
ス
が
現
れ
、
胸
か

ら
赤
と
淡
い
青
の
光
を
放
つ
姿
を
示
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
光
は
、
十
字
架
上
で
イ
エ
ス
の
脇

腹
か
ら
流
れ
出
た
血
と
水
を
象
徴
し
、
犠
牲
の
愛
と
新

し
い
い
の
ち
、
清
め
の
恵
み
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
メ
ー
ジ
は
神
の
い
つ
く
し
み
を
表
す
も
の
と
し
て
広
ま

り
、2
00
0
年
、聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
2
世
に
よ
っ
て
「
神

の
い
つ
く
し
み
の
主
日
」
が
定
め
ら
れ
、
教
会
全
体
で

記
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

支
出

オ
ー
ド
ブ
ル
デ
リ
バ
リ
ー

¥1
80
,2
60

飲
み
物

¥2
6,
89
6

そ
の
他
（
紙
皿
ほ
か
）

¥6
60

収
入

ご
ち
そ
う
さ
ま
献
金

¥2
8,
79
9

差
引

¥1
79
,0
17

金
」は
、2
8,
79
9
円
と
な
り
ま
し
た
。ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、当
日
の
経
費
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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日
曜
学
校
  入
学
式
・
始
業
式
 4
月
19
日

司
牧
評
議
会
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

4
月
19
日
、
日
曜
学
校
の
入
学
式
・
始
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
1
年
生
2
名
、
転
入
生
4
名

を
迎
え
、
全
生
徒
35
名
で
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
担
当
は
ア
ナ
ン
シ
ー
助
祭
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
、
皆
で
あ
た
た
か

く
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

20
26
年
度
司
牧
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

評
議
委
員
（
敬
称
略
）

日
曜
学
校
：
 小
林
由
衣
、
田
島
智
子

青
年
会
：

マ
リ
ア
会
：
 七
海
玲
子
、
藤
田
涼
子
 

ヨ
ゼ
フ
会
：
 八
木
克
昌

フ
ィ
リ
ピ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
FC
C
-O
K
） ：
Bi
tu
in
島
田

ベ
ト
ナ
ム
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
Vu
 N
gu
ye
n （
グ
エ
ン
・
ヴ
）

役
員
（
敬
称
略
）

司
牧
評
議
会
会
長（

信
徒
代
表
） ：
 松
本
幸
一

司
牧
評
議
会
副
会
長
：
平
澤
忍

経
済
評
議
会
会
長
：
田
島
昌
興

典
礼
部
：
平
澤
忍
（
部
長
）・
林
俊
子
・
赤
尾
敦
子
・

 
土
屋
小
百
合
・
櫻
井
恵
美

広
報
部
：
小
林
由
衣
（
部
長
）・
山
田
美
佐
・
稲
生
聡
宏

施
設
管
理
部
：
福
島
万
里
子
（
部
長
）・
山
本
朋
子
・

 
Vu
 N
gu
ye
n（
グ
エ
ン
・
ヴ
）・

 
中
谷
健
一
郎
・
高
田
浩
明
・
北
川
洋

行
事
推
進
部
：
大
家
俊
子
（
部
長
）・
三
輪
洋
美
・

 
武
田
あ
き
こ
・
稲
生
聡
宏

武
蔵
野
宣
教
協
力
隊
：
土
屋
小
百
合
・
中
谷
健
一
郎

一
粒
会
：
 櫻
井
恵
美

書
記
：
赤
尾
敦
子
・
山
田
美
佐

マ
リ
ア
祭

5月
10
日（
日
）1
0：
15
～
10
：
30

5
月
は
聖
母
マ
リ
ア
様
の
月
で
す
。
教
会
の
庭
の
マ
リ

ア
像
の
前
で
、
聖
歌
を
歌
い
、
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
す
。

ま
た
、
お
持
ち
い
た
だ
い
た
お
花
を
お
さ
さ
げ
い
た
だ

け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
自
宅
で
育
て
ら
れ
た
お
花
や
ご
用

意
い
た
だ
い
た
お
花
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

今
後
の
予
定

第
6
回
地
区
集
会

6月
7日
（
日
）よ
り
開
始

6
月
7
日
か
ら
7
月
5
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
、
11
時

45
分
よ
り
、
2
地
区
ず
つ
地
区
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

聖
霊
降
臨
の
お
祝
い

5月
24
日（
日
）

吉
祥
寺
教
会
は
、
聖
霊
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
教
会
で
す
。

聖
霊
降
臨
の
主
日
に
、
皆
で
と
も
に
お
祝
い
を
い
た
し

ま
す
。
10
時
半
の
ミ
サ
は
国
際
ミ
サ
と
し
、
ミ
サ
後
に

は
信
徒
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
持
ち
寄
り
形
式
の
茶
話
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
各
自
か
ら

の
差
し
入
れ
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
差
し
入
れ
は
、

10
時
半
ミ
サ
前
に
大
ホ
ー
ル
に
お
持
ち
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

な
お
、
今
回
は
5
月
31
日
（
第
5
主
日
）
と
入
れ

替
え
て
国
際
ミ
サ
を
実
施
す
る
た
め
、
同
日
は
通
常
の

ミ
サ
と
な
り
ま
す
。

聖
堂
・
ト
イ
レ
の
お
掃
除

5
月
よ
り
、
毎
月
第
2
日
曜
日
の
10
時
半
ミ
サ
終
了

後
に
聖
堂
・
ト
イ
レ
の
お
掃
除
を
行
い
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
第
4
日
曜
日
か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。



カトリック吉祥寺教会　〒180-0005　東京都武蔵野市御殿山1-7-8　Tel. 0422-440181　Fax. 0422-440180　
維持献金 振込口座 郵便振替口座番号：00120-1-6084　カトリック吉祥寺教会
事務室  受付時間 月曜日 休／火～金 10：00～15：00／土 0：00～17：00／日 9：00～15：00

主日のミサ　Sunday Mass
曜日 言語など 時間

土曜日　Saturday 日本語（Japanese） 17:00

日曜日　Sunday 日本語（Japanese） 9:00　10:30　17:00

第一日曜日　1st Sunday English（英語） 14:00

第二日曜日　Chúa Nh t th  hai Ti ng Vi t（ベトナム語 ) 14:00

第三日曜日　3rd Sunday Tagalog（タガログ語 ) 14:00

第五日曜日　5th Sunday International Mass（国際ミサ）　 10:30

週日のミサ　Weekday Mass
曜日 時間

月、火、水曜日／Mon, Tue, Wed 6:45

木曜日／ Thu 18:30

金、土曜日／ Fri, Sat 10:30

曜日 時間 講座名 担当者 場所 対象者／内容

火

10：00
毎週（月の第1火休み） 聖書の朗読と分かち合い フリッツ神父 小ホール 信者、一般の方／ 新約聖書

11：00
毎週（月の第1火休み） 新約聖書入門 ボクダン神父 中ホール 信者／マタイの福音書

15：00
毎週（月の第1火休み） 典礼と秘跡 テレンシオ神父 中ホール 信者／ 典礼と秘跡について

水 11：00
毎週（月の第1水休み） 聖書入門 アナンシー助祭 中ホール 信者／ 聖書に関する教会の教え

木

10：00
毎週（月の第1木休み） Bible readingand sharing Fr. Frytz 小ホール Intended audience: faithful, general 

publicContent: The New Testament

11：00
毎週（月の第1木休み） 恩恵の架け橋聖母マリア テレンシオ神父 中ホール 信者／父である神は、聖母マリアを通

してどのように働くかについて

19：00
毎週（月の第1木休み） キリスト教基礎 ボクダン神父 中ホール 一般の方、洗礼・堅信の準備をする方、

信者／カトリック教会の基本的な教え

土 11:00
毎週（月の第1土休み） キリスト教基礎 ボクダン神父 中ホール 一般の方、洗礼・堅信の準備をする方、

信者／カトリック教会の基本的な教え

● 洗礼を希望している方、キリスト教に興味をお持ちの方、どうぞご参加ください。
● 受洗後のフォローアップのため、また、聖書・教理の学びを深めるために信徒の方もご参加ください。
● 受講料は必要ありません。 ● 国民の祝日にはすべての講座は休講となります。

吉祥寺教会 公式 LINE
週に一度、主任司祭より福音のメッセージと教会からのお知らせ配信されます。ぜひご登録ください。

カトリック吉祥寺教会の講座

 https://kichijoji-catholic.org/

お知らせ


